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鉄鋼分野 の取引関係は,世 界的 巨:大企業 である日:恥…1鉄鋼企業 を相手 とす る コ
ミッシ ョン取引(手 数料取 引)で あるとい う意 味 において,総.合商社1)の代表
的 な 「商権」2)のひとつである。総合商社は鉄鋼原料の 輸入,、鋼材(鉄 鋼製品)
の国内流通お よび輸 出 と,多 段 階にわ たって鉄:鋼企.業との間で商権 を形 成 して
お り,個 別総合商社 と個別鉄鋼企業 との取引関係 は こ:.れらの商権すべ てによっ
て構成 され てい る。本稿の課題は高度経済成長期 にliすける鉄 鉢石輸入 をめ ぐる
競 争の実態分析 を通 じて,こ のよ うな取 引関係 の…部 と.しての鉄鉱石 商権 の内
容 を明 らか にす ることにあ る9)。
D本 稿において 「総合商社」 とは三井物産 三菱商事,丸 紅 ≡i商岩井 伊藤 忠商事(以 下伊藤
忠 と略),住 友商事 のいわゆる六大総合商社 を指 している。;ll::.h…「丸紅d&:L955年{1月から72年1月
まで正式社名は丸紅飯 田であるが,本 稿 では表記 を 「丸紅」「::i統・.一する、 また,日 商岩井は68年
10月,日商 と岩井産業 との合併により成立 した。
2)「 商権」 とは総合商社の業界用語であり,「取引先 との間に!:i}…}生する取引上の権利ない し地位」
という程度 の意味に用い られている。総合商社を論 じるうえ層で.商権 に注 目した研究 として,島 田
克美 『商社商権論』東洋経済新報社,1990年がある。
3)本 稿 が対 象とする領域 にかかわる先行研究は以下の通 りでま:=.崔:1.:,
i)鉄鋼業に とっての原料問題 として論 じたもの一一一①田.部:≡三.郎lr鉄鋼原:料論』 『鉄鋼原料論
∬』ともにダイヤモ.ンド社,1963年,69年,②塩田長英il'E…[:本:の鉄鋼市場』至誠堂,1969年,
③市川弘勝 「日本鉄鋼業における原料資源問題」r東 洋:大学経済研.究所報 告第2号 一 経済
成長 と資源問題』1976年,④田部三郎r鉄 よ永遠に一 ・}i:]:2…【鉄.鋼原料 史(上 巻)鉄 鉱石編』
産業新聞社,1982年。
ii)オー ス トラリアの鉄鉱石開発を論 じた もの一 「⑤浜雄一部 「.日本鉄鍋菜 と豪州鉱石」小島
清編 晒 太平洋経済圏の研究2』 日本経済研究セ ・・タ19741r,.⑥d.島清 「日本の資源保
障 と海外投資 〔上中下)」r世 界経済評論』1977年4,5,li用場.,⑦松島正博 「オース トラリ
ア一 口蒙貿易 と鉱山資源開発」柴垣和夫編 『世界のな:7i..・ヴ:、日オ資 本主義』東洋経済新報社.
1980年。
111)総合商社の資源開発輸入について論 じた もの一 一⑧大.木.}iミ男.『総合一.商社 と世界経済』東/
108(304)第149差 塗 第.・
以 下 の考察 では.60年代 か ら70年代 初 め 馳
鉱 石 輸 入 を と りあげ る。 とい うのは,日=
と くに その後 半 にお お よそ確 立 した か ら9
第 一 に,1960年代 は鉄 鋼 第 三 次合理 化i
指 され,そ れ に と もな って鉄 鉱 石需 要が:i
もオ ース トラ リアが新 興 鉄 鉱 石輸 出 国 ど
戦 後 日本経 済 の高 度成 長 を リー ドした基
強 化 す るた め に さ ま ざま な行 動 を と るが,
入4》へ の と りくみ は,流 通 加 工 セ ンタ ー(
らんで そ の主 要 な 内容 の ひ とつ であ った、
ま で鉄 鉱 石 輸 出 を禁止 してい た が,60年]
の 鉄鉱 石輸 出国 と な った,,
第二 に,急 速 に拡大 す る鉄 鉱石 輸 入取.i
る総合 商社 相 互 間 の競 争 は,.この時 期 に
年 代後 半 か ら70年代前 半 にか け て の.主要:1
が,こ こか ら60年代 の激 しい 順位 の 変動.
六 大総 合商 社 が 鉄 鉱石 の分 野 で上 位 を 占1
;:.卜∈i・6号陶
……1で,特に60年代 後 半 を中心 と した鉄
;.玉.:・7:)鉄鉱:石輸 入 の仕 組 み は1960年代,..
「::ある
,、
…..画 と して 急速 な粗鋼 生 産量 増 大 が 目
1…櫻 的 に増 大す る と とも に,供 給 面 で
.、..て:=登場 した時期 で あ る。鉄 鋼 産 業 は
:.1.:産業 で あ り,総 合商 社 は鉄 鋼 商権 を
1…III〕年 代 に お いて,鉄 鋼 原料 の開 発 輸
:.:1整備 な と:鋼材 の 国 内流 通 の再 編 とな
,ま た オ ー ス トラ リア 連 邦政 府 は,そ
、i…1月に輸 出 を解 禁 し,そ の後 世 界 有 数
i.・:を自らの 商権 として獲 得 しよ う とす
:i=.=:,と.も激 し く:行われ た。 第1表 は60
1.il.社則 鉄 鉱 石 輸入 取 扱 高 の推 移 で あ る
;.二,70年以 後 の固定 化 が確 認 され る。
….i=る体 制 は70年ご ろに確 立 し,1位 か
＼ 京大学出版会,1975年,⑨磯田敬一郎 「資ill.1〔1}i挑輸」入.のメカ・ズム(上 下)」r神戸学院経済
学論集』第6巻 第4号,第7巻 第1.号,197.:il=.1:二::3,6月,愈加藤勲 『瀬戸際に立つ 総 合 商 社
一 三国間貿易 ・海外投資事業』政経通信.:1・.1:1.1979年,.⑪商社機能研究会 『新 ・総 合 商 社
論』東洋経済新報社,],981年。
以上,鉄 鉱石開発輸入についての先行研究は,張 網産業からみたものか,あ るいは資源開発論
としてなされたものである。一方 総合商社の側:こ・らみた研究には商社機能論の立場か ら資源開
発 一般を論 じたものは多いが,総 合商社の鉄鉱.:li.il鋼:発輸入分野・での活動 を扱った本格的な研究は
ない。
4)開 発輸入は,海 外資源開発プロジェクトに資本参:加をして資源 を輸入する 「開発参加」方式と,
融資をして:その見返 りに資源を輸入する1一融資貫:lil.」力式と1こ大別される。これ に対 して資本関
係のない海外資源企業か ら市場価格で輸入する:=」.:「式を 「単純輸入」 と呼ぶ。
なお本稿では,資 源産業に展開する巨大企業 を:'資源企業.」と呼ぶこととす るが,「資源産業」
とは鉱物資源を採掘する産業 とそれを加工するjli:i:業の双方を指 し,鉄 鋼産業のほか,鉱 山業,石
油鉱業,石 炭鉱業,非 鉄金属精錬業,石 油精製業などのす..べてを包括 している(通 商産業省鉱山
石炭局 『資源問題の展望』1971年,3～5.ペー.}・.L::ll、


































































































































































































































































































































































































































































































































ら6位 までの順位 もその後大 きな変動 はない。 こ;h,は以下 の事情 による。す な
わ ち,72年の ドル ・ジ ョックお よび73年の:石油 シ ョックの影響 を受けて,日 本
経済 は高度成長期か ら低成 長期へ移行 した。 粗鋼生産量 は73年の1億1,900万
トソ5)をピー クとして,以 後1億 トソ前後噸 推移 し,鉄 鉱石需要は停滞 した。
鉄鉱 山開発 プ舜ジェク ト推進の条件は失われ,計 画 ・調査段階 にあ った少 な く
ないプ ロジ ェク トが計画の再検討や中止 に追い込 まれた。 こうして60年代 にお
け る競争 の結果 が70年代 には固定化す る.=:.ととな った6)
第三 に,現 在 の 日本 の鉄鉱石輸 入の方式は60年代 に始ま った。 それは大部分
を国際 コンソーシア ムによる巨大 開発 ヅ.・i.ジ、。ク トに依拠す るとい うものであ
る。 この方式 では 日本鉄鋼企業,総 合商社 と海外i蟄i源企 業が プロジェク トを推
進す る直接 の主体 として行動す るほか,:…1…1地国政や 日本 の政府系 金融機関 な ど
が重要 な役割 を演 じている。 これ らの経:済主体 が#f互に協 調 ・競争 し,複 雑 に
相互 作用 してい るもとで,総 合商社 の金1……:鉱石商権/#=形成 さ れ て い った のであ
る。
本 稿は以下 の順序 で叙述す る。第1章9て:1は,鉄鉱石商権 を獲得 す るための総
合 商社の競争 ぽ何 をめ ぐって展開 したか:1;:朋らかに:し,とりわけ大規模 開発輸
入 プ ロジェク トの幹事商社 とな ることの意義 を示す。第2章 では総合商社 の競
争条件 を,先 発総合商社 と後発総合商社Il:.に分けて事例 をあげて考察 し,総 合
商社間競争の内容 を明 らかにす る。 と も こ:=先発総合商社 ・後 発総合商社 の問の
競争 を見 るが,両 者 の典型例 としてそれぞれ三菱商事:,丸紅 をと りあげ る。
5)本 稿で 「トン」は,鉄 鉱石 について4%.WM7:
粗鋼.についてはMT(メ ー トル ・トン)の 意ll…
6)70年代以後,い くつかの既存の鉄鉱山で拡ili






{:=.We.;レ〔el.ricT」o【ユnage;湿量 メ ー トノレ ・ ト ン),
じ…使 っ てい る り…
ド.旨Pジェ ク トが 実 施 さ れ た もの の,新 規 の 大 規 模
.:.鉄鉱 山 しか お こ な わ れ な か っ た 。 同 プ ロ ジ ェ ク
1:;.60年代 に 開 発 さ れ た 鉄 鉱 山 の 鉱 量 が 枯 渇 し
:.:3.立へ,そ し て90年に は2位 へ と浮 上 した 。 こ…




1)開 発 輸 入 と関 連 商権 の展 開
総 合商 社 が鉄 鉱 石 商権 の獲 得 をめ ざす の は一 般 的 に1ま以 下 の メ リ ッ トが あ る
か らで あ る。
まず,日 本 の 巨大 な鉄 鉱 石 輸 入 を取 り扱 うこ と自体:が総 合商 社 の収 益 源 とな
る。総 合 商 社 の鉄 鉱 石取 扱 口銭 は1ト ソ当 た り一 律71:II:■ヨ7)の定 額 口銭 とな って
い るた め,鉄 鉱 石価 格 の変 動 にか か わ りな く,輸 入叢1:が維 持 され るな らば 総 合
商 社 に安 定 的 な収 益 を もた らす もの で あ った。60年代 の大 規模 プF・ジ ェ ク トは
一 面 で は 巨額 の初期 投資 を必 要 とす るが,他 面 では い.つた ん開 発 され る と長期
にわ た って安 定 的 に出鉱 し,ま た鉄 鋼企 業 の引取 保 証:紹尋て由 こ なわ れ る た め,
投 資資 金 を回収 した後 は総 合 商 社 の優 良 な収 益 源 と な.つた8)。また,開 発 参 加
プ ロジ ェ ク トの場 合 には幹 事 商 社 が投 資 主 体 と な る こ.と1が多 い が,こ れ に よ っ
て投 資 に対 す る配 当収 入 が得 られ る9)。
さ らに.鉄 鉱 石商 権 は以 下 の よ うな関 連 商権 と密 撰 な関 係 を もって い る。
第一 に,鉄 鉱 石取 引 の拡 大 が 鋼材 商 権 の強 化 と結 びつ い て:いる。 総 合 商 社 の
鉄 鋼 分 野 にお け る主 要 な営 業 基 盤 は,原 料 輸 入 や鋼 材 の輸 出 よ りもむ しろ鋼 材
の 国 内流 通 に あ る。 総 合 商 社 は 国 内商 権 を維持 ・強 化 す るた め に貿 易 分 野 の強
化 をはか って い た。 と りわけ 丸紅 や 伊 藤 忠 の よ うに戦 後 に な 一1,てか ら鉄鋼 分 野
に の りだ した後 発 総 合 商 社 に とって は,鋼 材 の 国 内流 通 が 戦前 以来 の 指定 問屋
制 を と って い るた め,国 内流通 よ りも競 争 的 ・流 動 的 な鉄 鉱石 開 発 ほ 入 に と り
くむ こ とが鉄 鋼 企 業 との取 引 関係 を形成 す るた め のliil三股 で もあ った10>。
7)77年ユ月よりユトン当たり95円へと改定されている。
8)松島正博氏の推計によれば,ナース トラリア ・マウソトニ.、.・一...守ン ッP1=2ジニクトにおける三
井物産,伊藤忠両社の投下資金は口銭収入.だけによっ.ても7年::　湾:時,点で園収しおえている(前
掲松島243ペー ジ)。





そ の反 面 前 述 した よ:うに総 合 商 社:の鉄鉱 イ≡1輸入 取 扱 高 は,鉄 鋼 企 業 が そ の
購 入 量 か ら割 り当 て るので,.国内 の景 気i…1勘に対 して店 売取 引11)で需 給 調節 機
能 を発揮 で きる総合 商社 に は,そ の役 割 が評価 さIFして鉄 鉱 石 割 当 を増 加 され る
ことが あ る。 つ ま り,鉄 鉱 石 商権 と鋼 材 商権 の 関係iは双 方 向 的 で あ る。
第 二 に,海 外 鉄鉱 山開 発 プ ロ ジ ェ ク トが欧 米 の資 源企 業 との合 弁 事 業 と して
行 われ て い るの で,総 合 商社 は その企 業 との取 引 関係 を通 じて非 鉄 金 属 な ど他
の資 源 の取 扱 を強 化 す る こ とが で きる12)、,別の 品 目です で に欧 米 資 源企 業 との
取 引 関係 を も ってい る場 合 には,こ れ を;Illl礎と して1鉄鉱 山 開 発 プ ロジ ェ ク トへ
の参 加 の道 が 開 かれ るケ ー ス もあ る。
第 三 に,プ ロジ ェ ク トへ の参 加 は 設備 資機 材 な ど.のいわ ゆ る付 随取 引 を もた
らす 。 オ ース トラ リアの 　 マス レ ー ・プ ・:・・レェ ク トの69年末 にお け る固定 資 産
内訳 は、 鉱 山 設 備機 械 、 ペ レ ッ ト工 場 とい った生 産 設 備 が32%で あ る の に対 し
港 湾 関 係17%,鉄 道26%,住 宅 関 連16%、:動力 設 備9%と イ ンフ ラス トラクチ
ュア投 資 が大 きな比 重 を 占め て い るis)。ま:7::76年末 で は固 定 資 産 費用 項 目の う
ち プ ラ ン ト ・機械 が2億8,700万豪 ドル 『`…:1あるの1:::.対して 社 会的 イ ン フ ラ2億
1,000万豪 ドル,産 業 イ ンフ ラ3億2',400i.ii…≡ド/し.を{}わせ て全 体 の3分 の2を 占
め て い る14)。
港 湾 整 備 に多大 な資 金 が投 じ られ て い..ii.のは大 型 鉄 鉱 石 専用 船 を就 航 させ る
三1)鉄 鋼 企 業 の 商 社(問 屋)に 対 す る鋼 材 の販 売`:.述多態 に.は紐 付取 引 と店 売 取 引 とが あ る。 紐 付 取
引 とは 鉄 鋼 企 業 が 最 終 需 要 家 との 間 で数 量,価Ilil等を決 定 し,商 社 が そ の 仲 介 を お こ な っ て 一 定
の 手 数 料(内 口銭)を 受 け と る とい う も の で あ.i〕2これ に 対 して 最 終 需 要 家 が 決 って お らず ,商
社 の 見 込 み で 購 入 す る取 引 を店 売 取 引 と 呼 ぶ 。 鋼 材 の 流 通 構 造 にRし て ぽ,さ しあ た り近 藤 文 男
「鉄 鋼 業 の 販 売 体 制 」 近 藤 ・中 野 表 編 『流 通 構 造1:::マーケ'ティ ン グ ・チ ャ ネ ル 』 ミネ ル ヴ ァ書 房 ,
1985年を参 照 され た い 。
12)例 えば 三 井 物 産 は マ ウ ン トニ プ ーマ γ ・プ ロ ε..;.、:.クトで ア メ リカ の ア マ ッ ク ス 社 と親 密 な 関 係
が で き・ 同社 との 合 弁 の ア ル ミニ ウ ム精 錬 事 業;1:'.・..'マッ ク ス(.AlmaxInc.)設立 へ と発 展 した ほ
か,ダ ン ビ ア ・マ イ ニ ン グ社(Dampie;rMinim;…ICI;).)を通 じて オ'一ス トラ リアBHP(Broken
HillProprietaryCo.,Ltd.)社との 原 料 炭 開 発.・::iゐ:共同 プ ロ ジ ェ ク トへ と進 ん で い る 。 ま た,ハ
マ ス レ ー'プFジ ェ ク トで イ ギ リ入 のRTZ社li::提携 関 係 を結 ん だ丸 紅 は 同 社 と共 同 で の ナ ー ス
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i≡i.:1気シ ≡【べ.～レ.⊃神 戸 製鋼 。標
垂　…1…ii51と浮Fo
(出所)r総 合商社年鑑』政経通信社,各 年版 より作成。
た め で あ る。 また,ハ マ ス レ一銭 鉱 山 の あ る西 オ ー二
は広 大 な荒 れ地 で あ った か ら鉄鉱 山 開発 の た め には:i
の をつ くら なけれ ば な らなか った。 鉄 鉱 山 の あ る ト.
ア お よ び カ ラ ッタ の総 人 口1万4,000人中,ハ マ ス し
家 族 は9,900人で71%に 達 してい る15)。
こ う した 大規 模 プ ロジ ェク トに と もな う巨大 な イ1
備 資機 材市 場 は,参 加 す る総 合 商 社 の重 要 な営 業機{・
小 さま ざま の もの が あ り,全 貌 をつ か む のは 困難 で.1.
に示 す 。 三 井 物 産 は この他 に マ ウ ン トニ ュー マ ンに:}
ク ラ ッ シ ャー ・パ ワー シ ョベ ル な ど約6,000万米 ドノL
を通 じて成 約 して い る17)。
ス1'ラ リ ア州 ピ ル バ ラ地 方
1::=.働者 が 生 汚雪す る 町 そ の も
Z・.一.プラ イ ス,港 町 ダ ン ピ
・・.一..鉄鉱1⊥[の関 係 者 と そ の
./=:;「.ラス トラ クチ ュ ア,設
ii.….～:.二な つた ユ乏1)。これ に は 大
i:.るが,そ'の 一・部 を 第2表
・1.1.・て は67年,神 戸 製 鋼 の
・の 輸 出 を 産 業 建 設 機 械 部
15)Op.oゴ此,p,8.
16)開発主体である山元にとっては,日 本から機械などを輸入す～i:遥…乙いに必ず し.も鉄鉱石輸出窓 口
商社 を通 じておこなう必要 はな く,そのプロジェクトに有利な機械 メーカ ・ー.・商社な どを利用す
ればよい。 しかし輸出窓 口商社,特 に幹事商社は'プロジ.」ク トニ1.〉成功にも責任を負ってお り,機
械輸出の利益だけを追求す るわけにはいかないため,結 局は山:lii鴻有利 な条件を提供する ことが
多い。そのことは第2表 で各 プ戸ジェク トの幹事商社が登場 し'{::いることからもわかる。 この場




大 規 模 開発 プ ・ジ ェ ク トに と もな う派:
プ ロジ ェ ク トに参 加 す るさ いの 重要 な判
物 産 の 「商 社 が 自ら資 源 開 発 に の りだす
が るば か りか,低 開発 国 の需要 創 造 にみ
り,一 貫 した輸 出入 改 革 を実 行 す る こ と
的 に表 され て い る。
・.1.5・6号:
。.≡.的取 引機 会 の存在 は総 合 商 社 が 当 該
il'.材料 の ひ とつ で あ った。 それ は三 井
こ とは 開発 用 資材,機 器 の輸 出 につ な
1ヲつた輸 出増 進 に も結 びつ くこ とに な
:が可能 に な る」18)とい う位 置 づ け に端
2)鉄 鉱 石輸入 と幹事商社
1960年代以降,海 外鉄鉱 山か らの鉄鉱
よ うになっている19)。まず海外鉄鉱 山の
じて,あ るいは直接 に鉄鋼企業 に対 して
入契約交 渉には商社 を媒 介 させ ることな
い交渉 は個別鉄鋼企 業 ごとにはお こなわ
てい る。 すなわ ち,供 給源 ごとに:幹:事会
ラ リアは主幹事新 日鉄,副 幹事住友金属
の幹事会社が 日本鉄鋼産業 を代表す る。.
れ るが,契 約は個別鉄鋼企業 ごとに締結
す る窓 口商社 が数社 か ら十数社 存在 し,
取扱数量 を割 り当て る。窓 口商社 の うち
して窓 口商社 を代表す る。幹事商社 には.
幹事商社 の具体的業務は以下 の ような
① 山元 との間での会議、交 渉(契 約
資料 の翻 訳。
② 情報サ ービス(採 掘状況 労務管.
石 輸 入 を と りま く企 業 間 関係 は以 下 の
.1)1:(シッパ ー)か ら日本 の商 社 を通
1幽フ ァ …が もち こ まれ る。 山 元 との輸
・、鉄 鋼企 業 が直 接 に あた るが ,そ の さ
:・..ず,いわ ゆ る共 同購 入 の形 態 を とつ
祉 が 決 ま ってお り(た とえば オ ース ト
な:ど),山元 との交 渉 に あた って は こ
交 渉 は幹 事 会社 を通 じて一 元 的 にな さ
さ.れる。 各鉄 鉱 山 に は輸 入 実 務 を代 行
冬 鉄 鋼企 業 は 窓 口商 社 の間 にそ れ ぞ れ
.一:h程度 の幹 事 商社 が,鉄 鋼企 業 に対
i:1'.1合商社 が な る。
1二:ので あ る。
交 渉,価 格 改定 交 渉)に お け る通 訳,
li≡:1状況,輸 送 状 況,積 出 港 で の鉄 鉱 石




事 前 処 理状 況 等)20)。
③ 他 の 窓 口商 社 との 間 で の配 船 計 画 な どの調V21)。
幹 事 商 社 は,当 該 プ ロジ ェク トの輸 入取 扱 割 当 にお い て プ ライオ リテ ィを事
実 上保 証 され る。 この こ とは第1表 で確 認 で きる。 ま た,第:L表 と第3表 とか
らオ ース トラ リア にお け る新 規 開発 鉄 鉱 山 の開発 ・II:ii荷開 始 とそ の幹 事 商社 の
順 位 の上 昇や シ ェアの拡 大 とが 符合 して い るこ とが わ か る。 す な わ ち,:丸紅 の
65年度 の8位 か ら68年度 の3位 へ の上 昇 には,66年lii11のゴ ール ズ ワー ジ ー,・・
マ ス レ一両鉄 鉱 山 の対 日出荷 開 始 が対応 して お り,同 様 に伊 藤 忠 の68年度 以 前
の9位 か ら70年度 の6位 へ の上 昇 には69年度 の マ ウ=/i・二.、一 マ:/鉄鉱 山か ら
の 供給 開 始が 対 応 してい る。 ま た,三 菱 商 事 は前述 ゆ ・・マ ス レー に加 えて68年
度 に サベ ー ジ リバ ー の開 発 を契 機 と して一 時三 井物 産 を押 さ えて:1位とな った
が,そ の後 マ ウ ン トニ ューマ ソの供 給 開 始 に よ り:再び.三:井物 産}こ抜 き返 され,
72年度 の 戸一 ブ リバ ーの開発 後 はむ しろそ の差 が拡:::べ:してい 駒 ,
この よ うに,大 規 模 プ ロジ ェ ク トの 幹 事 商社 の地 位 を得 る こ::とは総 合 商社 が
鉄 鉱 石 輸 入取 引 を強 化 す るた め の決 定的 な条件 であ,,た、,
II総 合商社間の競争
1)総 合 商社 に よ るオ ー ス トラ リア鉄 鉱 山 の分 割
ユ950年代後 半 か ら,東 ア ジア の近 距離 鉄 鉱 山 が枯 渇 」は じめた 。反 面,日 本
鉄 鋼産 業 は高 成 長 を持続 した た め島 必然 的 に開 発輸 誹、プPジ ュ、:クトは全 世 界 的
に広 が りは じめた。 こ う した なか で商 社 は,そ れ ぞ:}...の海 外支 流芽の分 布 な どの
条 件 に応 じて世 界 の鉄 鉱 山 を地 域 的 に分 割 して い ったの で あ る。 た と えば イ ン
ドは岸 本 商 事(後 に大 倉 商 事)が,ア フ リカは トー メ:〆が.,ブラジル は岩 井 産
業(後 に 日商 岩 井)が,チ リ ・ペ ル ーで は三 菱 商事 が それ ぞれ先 乗 りし,そ の
地 域 で優 位 な地位 につ い たo






マ ウン トニ　 マ ン1
八 一マ ス レ ー
ゴ ー ル ズ ワ ー ジ ー
四 一 ブ リ ノミー
サ ベ ー ジ リ八 一










































































































































































































































































































































二 井,「 ザ 膝 ノ巴～
(出所)
1)銘 柄別輸入量は成約ベース,国 別輸入量および総輸入量は実績ベース。



















こ うした なか で60年12月に オ ー ス トラ リア連 邦:」'…1府が鉄 鉱 石輸 出 を解 禁 す る
と状 況 は 一変 した。 商 社 は,相 対 的 に 日本 か ら近 距 離 で あ り,し か も膨 大 な鉱
量 を もつ 同地 に拠 点 を もた なけれ ば鉄 鉱 石輸 入 にll・3いて優 位 に立 つ ことが 困難
に な った 。総 合 商 社 各 社 は オ ース トラ リア に殺到 した:。
65年の サ ベ ー ジ リバ ー ・プ ロジ ェ ク トの場 合 はE…「:本鉄 鋼 業 身言に山 元 の ピカ ン
ズ ・マザ ー社(PickandsMather&Co.)より/iii…体 参 加の 諦§い が あ り,複 数
の 総 合 商社 が競 り合 ったた 結果,ペ レ ッ ト取 扱 の:9;i:債な どが言9められ て 三菱 商
事,住 友 商事 の両 社 が 投 資主 体 に選 ば れ て い る。 横社 は 同 プ1・ジ ェ ク トの50%
の持 分 に 対 して3:1の 割合 で 出資 し,幹 事 商社 と1なった。 両社 の 輸 入取 扱 は
そ れ ぞ れ75%,25%で あ り,出 資 比率 に比例 して1、・.る、,また マ ウ ン トニ ューマ
ソ ・プ ロ ジ ェク トに お いて は三 井物 産 が 鉄鋼 企 業ll::躍認 の もとに ア マ ッ クス社
(AmaxCorp.)など山 元 に働 きか け,10%の 持分;t::譲:られ てk、・る。 これ には の
ち に伊藤 忠 も加 わ る こ と とな った 。
:丸紅 は 比 較 的早 くか らオ ース トラ リア に注 目 して い たが,結 果 的 に はハ マ ス
レー を三 菱 商事:と分 け あ う こ とに な った。 また それ と1司規模 の マ ウ ン トニ ュー
マ ンは 三 井 物産 と伊 藤 忠 が 担 当 した。 ロー ブ リバ ー1;蔦三井物 産 の単 独取 扱 で あ
った 。 ゴ ール ズ ワー ジ ーで は資 本 参加 は ない もの ¢:.1三弗 物産,丸 紅,日 商 が
幹 事 商 社 とな った22)。住 友 商事 には三 菱 商 事 と共Fl:…`1)サベ ーー ジ リ・ミー のほ か,
小規 模 だ が単 独 取 扱 の フ ラン シス ク リー ク ・プ 巨ジ 、:、ク トが あ った。 この よ う
にナ ース トラ リア の鉄 鉱 石 供給 源 は六 大 総 合 商社 が.分割 しあ った28)。第4表 は
そ の こと を示 して い る。
総 合 商 社 各社 は開 発 プ ロジ ェク トの幹 事 商 社 の:地位 を め ぐって競 争 を く りひ
ろげ たが,こ の場 合,先 発 総合 商社 と後 発 総 合商:iil…::とで は競 争 条 件 が異 な って
お り,こ の ことが それ ぞれ の行 動 を規 定 した 。 次:節では 先発 総 合 商 社 と して三
22)三井物産 はのちに幹審商社の座から撤退 した。
23)日商岩井だけはゴール ズワージー ・プロジェク トの幹事商:}≧1二とな・っマ=いるものの,資 本参加は
な く,同社の基盤はむ しろブ ラジルの リオ ドセにある6
1ユ8(314)第149孝 会.簾F・:1・5・6・号








































































(出所)『 輸入鉄鉱石年鑑』 テックス レポー.卜,1.1
菱 商 事,後 発 総 合 商 社 と し て 丸 紅 を と り
関 連 に つ い て 考 察 す る。
i::商剥 よフランシスクリーク,[商 岩井はヤン
;:Pl:年版 よ り作成。
.:あげ,そ れ ぞ れ の 競 争 条 件 と行 動 と の
2)後 発総合商社丸紅 の競争行動
丸紅 は繊維専門商社か ら出発 した代表的 な後発総合商社 である。 同社 は取 扱
商品の多角化 を進め るうえで鉄鉱石輸入 をその重要 な一環 と して位置づ け,積
極 的に参入 した。 とい うのは,:丸紅 は鉄鉱 石商権 を通 じて鉄鋼企業 との取引関
係 を確立 し,関 連商権 として鋼材 の.国内;硫:通に参入.しょ うと していたか らであ
る。
丸紅の鉄鉱石商権 強化の方針は,第 … に鉄鋼 専門商社の合併,お よび第二 に
部分的 にではあ るが鉱山業に進出す るとい.うものであ った。
まず第一の点か ら考察す る。丸紅 による鉄鋼専門商社 の合併は55年の高島屋
飯 田の吸収合併 に始 まるが,鉄 鉱石商権:ii二.拡大 させたのは66年の 東通 と の 合
総合商社の鉄鉱石商権と競争(315)119
併24'であ る。 合併 直 前 の65年度,東 通 は年 間鉄 鉱 石 輸.人取 扱}笥279万トン,シ
ェア 学.2%で,三 井物 産,三 菱商 事 につ い で商 社 中li…1位:,専門 商 社 で は1位 の
有 力商 社 であ った 。一 方 同時期 の丸 紅 は145万トン,317%と東 通 の約 半 分 の規
模 で あ った。:丸紅 は東 通 が 日本 鋼 管 と協 力 して開 発 輸 入 を進 め て いた ペ ル ー ・
マ ル コナ鉄鉱 山 お よび オ ース トラ リア ・ゴ ール ズ ワ.・一.ジー 鉄 鉱 山 とい う二 つ の
優 良 な供 給源 を引 き継 ぐこ とに な った。
第二 に,丸 紅 に よ る鉱 山業 へ の直 接 進 出 は61年4月 ・2:)海外.資源 開発 室 の創 設
に始 ま る25)、同室 は 「日本 が 必 要 とす る地 下 資 源 の有 望 な鉱 山 を海 外 で発 見 し
て,こ れ を開 発 に ま で もち こみ,生 産 物 を 日本 に輸 入.する こ二とを最 終 の 目的」26)
と して い た。 これ は鉱 山分 野 で の利 益 を 目的 と した もの では なか った。 しか し,
そ れ ま で の総 合 商 社 の海 外 資 源 調査 活 動 が 各 営 業部 門 ・:1:)付随 的 な業務 で あ った
の に対 して,独 立 した職 能 部 門 と して地 質 調査 の専1…1.1…肢 術 者.を擁 し,自 ら リス
ク を負 って直 接探 鉱 活動 に と り くむ とい う点 で 大 き.く:異な って1.・た。 資 源 開 発
部 門 を独立 した組 織 とす る こ とは,各 営 業部 の 採算 の.制限 を こ.えて,全 社 的 な
経 費負 担 の体 制 を と る.1二とを意 味す る。 同室創 設時 の条件 は 「2年 の 間 に成 果
が 得 られ なけ れ ば,営 業 部 に併合 す る」27)とい う も(:::).て:3あり,当 初 は 専 属社 員
1名,常 勤 嘱 託1名 のわ ず か2名 とい う陣 容 で あ ったが,そ の後 の活 動 の 展 開
に と もな って じ ょじ ょに拡 大 され,75年 には26人の:技:術者 を擁 す るまで に い た
った28)。













重 点 を お いて探 鉱 活動 に と り くん で お り,
リアで あ った29)。
こ う した積 極 的 な探 鉱 活 動 に よ って丸
立 す る こ とが で きた ので あ り,そ の最 大1
あ った30)。同 プ 召ジ ェク トで丸 紅 は三 菱
で,次 第 では こ こで の両:辻の行 動 を さ ら
と後発 総 合商 社 の 競 争条 件 の相 違 を考 察
:一E…・・6号
.その主 要 な活動 の舞 台 は オ ー ス トラ
;i.:腺オ …ス トラ リア鉄 鉱 石 の商権 を確
:.':成:果は後 述 す るハ マス レ ー鉄 鉱 山 で
商事 と と1もに幹 事 商社 の 立場 に あ る の
..:=:,分析す る こ とを通 じて 先発 総 合 商 社
'i.'る
D
3)ハ マ ス レー にお け る:三菱 商 事 と:丸紅
ハ マ ス レ ー ・プ ロジ ェ ク トは オ.一ス ト
と も早 く採 掘 ・出 荷 を開 始 した もの で あ
柄 の 比重 は70年度 以 降12%以 上 で,最 大1
三 菱 商 事 両社 の同 銘 柄 へ の依 存 度 もそれ
に 最大 級 の もの と して位'置づ け られ る。
す る契 機 は対 照 的 で あ っ.た。 す なわ ち:丸、}
接 の りだ す こ とに よ って,三 菱 商事 は 巨:
そ れ ぞ れ 幹事 商社 と な ったの で あ る。
(1)丸紅 の行動
61年5月,イ ギ リス のRTZ社(Rio
して,西 オ ・一ス トラ リア州 ピルバ ラ地:方
.::・.リア 四 大 プ ロ ジ ェ ク ド1)の う ち も つ
.:ii;1.,日本:の鉄 鉱 石 総 輸 入 に 占 め る 同 銘
:::1対日供 給 源 の ひ とつ で あ る 。:丸紅 ・
・:…i:1:.1.し47.8,37.8%(73年度)と,と も
..=.こ:二う が 両 社 が 幹 事 商 社 の 地 位 を 獲 得
::1.:は自 ら リ ス ク を 負 っ て 探 鉱 活 動 に 直
:..』.:資源:企業 と の結 び つ き を基 礎 と し て,
':=1:
intoZincCorp.,Ltd.)は丸 紅 に対
::『;.1鉄鉱 床 共 同 探 鉱 を提 案 し た 。 この 共
29)丸紅海外資源開発室はオース トラリアの他に…1
ペルー リベ リアな ど世界各地 に活動純囲を広1..
鉱石など一一部にとどまっている。
30):丸紅海外資源開発室ぽ西オース トラリア州だ:.
が,　 マス レーのCRA社 が供給過剰によるA.
開発に制肘 を加え,:丸紅は開発断念 をよぎな く:
で断念に追い込まれた さい,丸 紅はCRA社 と〔;.
に関係 をもっことは不可能 と判断する。
31)マ ウγ 卜二訊一マ ン,ハ マス レー.一,F・一ブ リ・」
ク トを,と くに四大 プロジェク トという。
L、-.7レ・ーシア,イ ン ド,イ ン ドネ シ ア,ブ ラ ジ ル,
;ごた が,事 業 化 に成 功 した の は ペ ル ー の マ ル コ ナ
:'で70年代半 ば ま で1こ6カ 所 の 鉄 鉱 床 を調 査 し た
,ll…{.価格 の下 落 を 懸 念 して,他 の 有 望 な 鉄 鉱 床 の
ilれた 。73年 マ ラ ソ ドゥ鉄 鉱 山 の 開 発 が 同 じ理 由
:関 係 が 続 くか ぎ り同 地 域 で 他 社 の 鉄 鉱 山 との 間
1・.',ゴーール ズ ワ ー ジ ー の 各 鉄 鉱 山 開 発 プ ロ ジ ェ
総合商社の鉄鉱石商権と競争(317)121
同探 鉱 が 丸 紅 海 外資 源調 査 室 の最:初の大 きな仕 事 とな.つた 。RTZ社 は ロス チ
ャイ ル ド系 列 の多 国籍 資 源 企 業 で あ り,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア に強 い基 盤 を
も って い た。
現在 オ ー ス トラ リア の鉄 鉱 石 産 出 の中心 地 は この1・:1ルパ ラ地 方 であ るが,当
時 は この鉄 鉱 地 帯 は よ うや く発 見 され た ば か りで,凝'れ 以 前 に は オ ース トラ リ
ア には 大規 模 な鉄 鉱 床 ば 存在 しな い と考 え られ て いた,1すで に イ ン ドが 日本 に
対 す る最大 の 鉄鉱 石 供 給 国 で あ ったが,新 規 開 発 先 と.して鉱 量 等 の面 で有 望 視
され て い た の は ブ ラ ジル 等 米諸 国 で あ った。 大 手 総合 商社 も南 米 鉄鉱 石 の 開発
計 画 を押 し進 め て い た。
丸紅 が オ ース トラ リア現地 調 査 に と り くむ こ とを決1…1::したの は 以下 の要 因 に
よ る。 す なわ ち,① 海 外 資源 調 査 室 の技 術 者 が,オ ー1:外ラ リア1こ二良好 な鉄 鉱
床 が発 見 され る可 能性 は一卜分 に あ る と評 価 した こと。 ② 発 見,され れ ば イ ン ド,
南 米 よ りも近 距 離 供給 源 とな るので,必 ず 日本 鉄鋼 企;……1…iの需 要 ヌ7弍得 られ る で あ
ろ うこ と,③ ブラ ジル進 出 に出遅 れ て い る:丸紅 として は,む し ろ未 開 発 の地 域
に い ち早 く進 出す る:方が成 功 した場 合 の メ リッ トは大 熱 ・と判 医弄した こ と。
6ユ年8月 に ピル バ ラ地 方 の現地 調査 にの りだ した 同社 は,:年内 に マ ウン トニ
ュ ーマ ソ,ロ ー プ リバ 一ー両 鉄 鉱 床 を,次 い で62年9月 にぽ 　マ ス レー地 区 にマ
ウ ン ト ・ トム ・プ ラ イス鉄鉱 床 を発 見 した。 と ころが,鉱 床 の規模 が 予 想 をは
るか に超 え る 巨大 な もの で あ った た め探 鉱 費 が膨 脹 した}戦,こ れ に対 して丸 紅
は その50%を 分担 した が,RTZ社 は よ りい っ そ う1フ:::9)t巨増 をお そ藷τて ハ マ ス
レ ー以 外 の鉄 鉱 床 の鉱 業権 を放 棄 した。 ハ マ ス レーが.選1;翼れ たの は,ロ ー ブ リ
バ ーは低 品 位 鉱 で あ る褐 鉄鉱 の鉱 床 で あ り,マ ウ ン ト・::・、。一マ ン鉄 鉱 床 は積 出
港 まで の陸 上 輸送 距離 が ハマ ス レ ーのユ65マイル に対...て280マイル と長 いた め
輸 送 コス トが増 加 す るか らで あ った。
丸 紅 は探 鉱段 階 ゆ らの活動 が評 価 され て 同 プ ロジ 。、二!:外の幹 事 商 社 とな り.
32)RTZ社 が当初計上 していた探鉱費2,000豪ドルは ユヵ月足li:・ずで底をつ き,
万豪 ドルを計上 した(前 掲村岡,26ページ)。
その後新たに50
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これ に依 拠 して鉄 鉱石 取 扱高 で商社 中31=
位 の地 歩 を築 い た。
(2)三菱 商 事 の行 動
54年に再 合 同 した三 菱 商事 は.総 取 扱}i
大 企 業 との取 引関 係 を形 成 して い った。 ≡
関 係 を確立 し,こ れ を梃 子 と して 海 外 プF
同社 の鉄 鋼 原 料 分 野 の 活動 は ア メ リカ(1
挺 した もの で あ る。 カ イザ ー ・ス テ ー/1,j,
開 発 の カイ ザ ー ・アル ミ社(KaiserAlmi
石 油 開 発 の カ イザ ・ー・リ ソーセ ス社(Kai
を擁す る総 合 的 な資 源企 業 で あ った 、
三 菱 商 事 は戦後 カイ ザ ー ・スチ …ル社 、1
年 に同社 が 経 営 す るア メ リカの イ ー グル ・
した。 つ い で62年に は カ イザ ー ・ス テ ー刀
プPジ ェク トの幹 事 商 社 とな った。 求た,
ダのバ ー マ ー炭 田 を開 発 す る子会 社 と して
Corp.=カイザ ー ・リ ソ ーーセ ス社 の前身)
・コール社 と原 料 炭 の 長期 契 約 を結 んだ。
三 菱 商事 が ハ マ ス レ ーで幹 事 商 社 の地111
一ル社 と この よ うな強 固 な取 引 関 係 を築i1、.
は コン ソ リデ ーテ ッ ド ・ジ ン ク社 の資 本{i
社CRA社(ConzincRiot三ntofAustral:[
鉄 鉱 山 の 開発 主体 とな った。CRA社}職[
て カイ ザ ー ・スチ ール社 をプ ロジ ェ ク トに
ザ ー ・スチ ール社 と密 接 なつ なが りの あ ぜ
の幹 事 商 社 とな った38)。
33)この間の経緯について当時の担当者は次のよ一)
.■5・6.号
;.…二,オース トラ リア鉄鉱 石 の取 扱 で2
l':L位商社 の座 を保 持 し,国 内外 の 巨
li:菱商 事 は 積極 的 に海 外 資 源 企 業 との
・ジ 、。ク トへ の足 が か りを獲 得 した 。
::功イザ … ・ス チ ール社 との 関係 に依
:瀦本 来鉄 鋼 企 業 で あ るが,非 鉄 金 属
:】「.:…umclLChemicalCorp.),石炭 ・
;1蹴ReSIっuエcesCorp.)などの子 会 社::
,コ!)間で屑 鉄 の取 引 を して い た が,55
マ ウ ンテ ン鉄 鉱 石 の輸 入 契 約 を締結
・.1:ヒが36%の 持分 を もつ ハ マ ス レー ・
…1ε年 に:カイザ ー ・ス チ ール 社 は カナ
:::カイ ザ … ・コール 社(KaiserCoal
を設 立 した が,三 菱 商 事 は カ イザ ー
.:1…∫獲 得 で きた の は,カ イ ザ ー ・スチ.
「::=いた結 果 で あ った 。62年RTZ社
::圏加 えて 同社 の オ ース トラ リア統 括 会
の を設 立 し,以 後 同社 が ハ マ ス レー
に::」.」開発 の技 術 と資金 入手 を 目的 と し
::.加え る こ.と.とし,こ れ に よ って カ イ.
1三菱商 事 は 自動 的 に 同 プ ロジ ェ ク ト
こ::書いている。 「カイザー ・スチール社が西/
総合商社の鉄鉱石商権と競争(319)123
65年CRA社54%,カ イザ ー ・ス チ ー ル社36%,…;i.Q.=…也資 本10;'0の出 資 で 持株
会 社 　 マ ス レ一社 が 設 立 され,同 社 を頂 点 と して,操 業 会 社 ハ マース レ ー ・ア ィ
ア ソ社(HamersleylronProprietary・Ltd.)など/:i旨杜 か らな るハ マ ス レ ー ・
グル ー プが形 成 され た 。 同年 に 日本 鉄鋼 企 業 との間 「::第一一次 長期 契 約 が 締 結 さ
れ,66年 には対 日出荷 が 開 始 され た,、三 菱商 事.1丸1…:[:1両社 の… マ ス レ ーに お け
る鉄 鉱 石 取 扱 シ ェ アは と もに40数%で ほ とん ど同 で あ.る、、
三 菱 商事 と丸紅 との対 照 性 は 鮮 明 で あ る。 ハ マ ス レ.一・プ 下・ジ 、。ク トは 丸紅
が探 鉱 費 の50%を 負担 して開 発 に こ ぎつ け た もの で あ るが,三i三菱商 事 は 自 ら リ
ス クも コス トも負 う ことな く参 加す る こ とがで きた,,:丸紅 は企 画 ・調 査 の 初期
段 階 か ら加 わ り,小 さ くな い リス クも負 担 した の で:……iゴるか らIill社の単 独取 扱 を
期 待 した。 しか し丸 紅 はCRA社 が 高度 の採 鉱 技術 を:.もった パ ー トナ ー を探 し
て い る と きに,鉱 山企 業 を紹 介 で きな か った。 反対1:二そ う した企 業 との関 係 を
もって い た三 菱 商 事 が勝 利 した ので あ る。 三 菱 商事 か こ う した 行動 を と りえた
根 拠 は,複 数 の産 業部 門 に ま たが り国籍 を超 えた商 権 の体 系性 の 完成 度 の 度 合
で 丸紅 に ま さ って いた こ とに あ る。
小 指
商権 は ま った く新 し く取 引 関 係 を結 ぶ こ とに よ って形成 され る場 合 もあ るが,
す で に と り結 んで い る企 業 間関 係 か ら展 開 して い く1　i:・禽 もあ る、,ハマ ス レー の
商権 獲 得 にさ い して の三 菱 商 事 の場 合 は後 者 の 典型li!度:rな・一例 噛'1…あ り,丸 紅 の場
合 は 前 者 の一 例 で あ る。
三 菱 商事 と丸 紅 とは同様 の鉄 鉱 石 商権 を獲得 した が1:三.菱商 事 は:丸紅 よ り も
小 さい リス ク と コス トの 負担 に よ って そ れ をな し遂 げ た、,それ は 三菱 商 事 が先
発 総 合 商社 と して,:丸紅 よ りも広 い企 業 間 関係 を形成 して いた か らで あ った。





係,企 業間関係 を基礎 としてお り,こ れ1
換言す れば,先 発 総合商社はすでに もつ
発輸入 に比較的容 易に参入で きたのに対'
な リス クを負 って独 自に新規 の商権 をつ.
なか った。つ ま り,商 権 の多面性 ・体系1
出発 した後発 総合商社 と先発総合商社 と「
発総合商社 と後発総合商社 との競争条件;
したのであ る。
この ような商権 の波及 は,鉄 鉱石 商権.1
ものではな く双方 向的 な ものであ るが,・i
決定 され,本 稿で扱 った時期 においては髭
方 向が支配 的であった とい える。
ところで,総 合商社 の鉄鉱石商権 獲得}1
られたが,こ.の商権 はほかな らぬ鉄鋼企il
のであ り,そ の特質 を明 らかに.するため}こ
「 それは両者 の競争お よび協調 を内容 と
鉄鉱石商権 を獲得 してい くうえで総合商i=
総合商社 との間お よび総合商社間の二つ σ
異 なる産業部門にまたが る部 門間競争,1:




:::二そが 商.権の本質 で あ る と考 え られ る。
'.::.1.
、・.る商.権を利 用 す る こ とで 鉄 鉱 石 開
.,....て::,後発 総合 商 社 の参 入 は よ り太 き
::、ヒ1だし.なが らお こなわ れ な けれ ば な
::三.の面 で,.その完成 度 は専 門 商 社 か ら
`.::大き く異 な
って お り,こ の こ とが先
:.,相違 とな.って両 者 の競 争行 動 を規 定
:::の関 係 で もみ た よ うに,一 方 向 的 な
…1.の.方向 はそ の 時期 の諸 条 件 に よ って
ili鉱石 商権 か ら他 の商 権 へ と波 及す る
i…:総合 商社 間の 競 争 に促 迫 され て進 め
i監1::」の企 業 間 関 係 と して形 成 され る も
::諜総 合 商社 と鉄 鋼 企 業 との 相互 関係
:../..,てい る一..一一・を分 析 す る必 要 が あ る。
i:が直 面 し,た競 争 関 係 は,鉄 鋼 企 業 と
::二…1:　面 の競 争 か らな って お り,前 者 は
i…:者は総 合 商社 部 門 に お け る部 門 内競
…;:象が与 え.られ るが,本 稿 は この うち
濁 り,前 者 に つ いて ほ別 稿 にゆ ず り
